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曽
我
部　

純
平
（
立
教
大
学
・
経
済
学
部
、
八
幡
浜
市
）

1　

私
の
趣
味
は
読
書
で
す
。
漫
画
や
ラ
イ
ト
ノ
ベ
ル
が
好

き
で
す
。
最
近
で
は
、
経
済
学
の
本
を
読
む
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
、
本
を
通
し
て
さ
ま
ざ
ま
な

こ
と
を
学
ん
で
い
き
た
い
で
す
。

2　

私
は
将
来
貿
易
に
関
す
る
職
業
に
就
こ
う
と
考
え
て
い

ま
す
。
そ
の
た
め
に
、
大
学
で
は
国
際
経
済
学
や
さ
ま

ざ
ま
な
国
の
経
済
学
を
学
ぼ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

佐
々
木　

昇
吾
（
早
稲
田
大
学
・
基
幹
理
工
学
部
、
宇
和
島
市
）

1　

私
は
大
学
で
航
空
部
と
い
う
部
活
に
所
属
し
て
い
ま
す
。

グ
ラ
イ
ダ
ー
（
上
級
滑
空
機
）
で
空
を
飛
ぶ
競
技
で
す
。

寮
に
帰
る
の
は
二
十
二
時
を
回
る
こ
と
が
多
い
で
す
が
、

大
学
生
活
は
と
て
も
充
実
し
て
い
ま
す
。

2　

早
稲
田
と
言
え
ば
慶
應
と
の
早
慶
戦
、
も
ち
ろ
ん
航
空

部
に
も
あ
り
ま
す
。
大
学
在
学
中
の
目
標
を
自
分
た
ち

の
代
で
の
早
慶
戦
優
勝
と
し
、
個
人
の
技
量
を
高
め
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

黒
田　

圭
太
郎
（
早
稲
田
大
学
・
基
幹
理
工
学
部
、
西
予
市
）

1　

中
学
時
代
は
野
球
部
、
高
校
時
代
は
数
学
部
に
所
属
し

て
お
り
ま
し
た
。
四
年
間
の
大
学
生
活
で
幅
広
い
教
養
を

身
に
付
け
る
べ
く
、
勉
学
に
勤
し
む
所
存
で
あ
り
ま
す
。

2　

将
来
に
つ
い
て
は
明
確
な
目
標
は
定
ま
っ
て
い
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
何
ら
か
の
形
で
社
会
に
貢
献
で
き
る
人
材
に

な
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

久
保　

多
賀
盛
（
國
學
院
大
学
・
神
道
文
化
部
、
宇
和
島
市
）

1　

私
の
長
所
は
人
見
知
り
が
な
く
誰
で
も
わ
け
隔
て
な
く

接
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
で
す
。
短
所
は
周
り
の
こ

と
が
見
え
な
く
な
り
、
考
え
も
な
し
に
行
動
を
起
こ
し

て
し
ま
う
こ
と
で
す
。

2　

私
の
家
は
代
々
神
社
奉
職
に
務
め
て
き
ま
し
た
。
私
は

そ
の
後
を
継
ぐ
た
め
に
、
東
京
の
大
学
に
行
き
ま
し
た
。

立
派
な
神
主
に
な
れ
る
よ
う
こ
れ
か
ら
こ
の
寮
で
勉
学

に
励
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

服
部　

雄
太
（
尚
美
学
園
大
学
・
芸
術
情
報
学
部
、
鬼
北
町
）

1　

私
の
興
味
は
楽
器
を
弾
く
こ
と
や
音
楽
鑑
賞
で
す
。
と

に
か
く
音
楽
が
大
好
き
で
、
歌
う
こ
と
も
好
き
で
す
。

人
見
知
り
と
い
う
こ
と
も
あ
る
の
で
、
そ
う
い
っ
た
こ

と
も
克
服
し
た
い
で
す
。

2　

私
の
将
来
の
夢
は
、
今
の
時
点
で
は
、
レ
コ
ー
ド
会
社
へ

入
社
す
る
か
、
音
楽
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
に
な
る
こ
と
で

す
。
そ
の
夢
を
達
成
す
る
た
め
に
大
学
で
日
々
、
頑

張
っ
て
い
ま
す
。

清
家　

拓
郎
（
日
本
大
学
・
経
済
学
部
、
鬼
北
町
）　
　

1　

物
事
を
何
で
も
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に
考
え
、
誰
と
で
も
仲
良

く
し
た
い
願
望
の
あ
る
、
少
し
は
ず
か
し
が
り
屋
の
私

で
す
が
、
こ
れ
か
ら
南
豫
明
倫
館
の
一
員
と
し
て
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

2　

自
分
の
夢
を
叶
え
る
た
め
に
、
大
学
で
の
四
年
間
と
寮

で
の
生
活
を
今
後
の
糧
に
し
、
理
想
の
自
分
に
な
れ
る

よ
う
に
、
無
駄
に
過
ご
す
こ
と
の
な
い
よ
う
に
、
日
々

目
標
を
立
て
て
頑
張
れ
る
人
に
な
り
た
い
。

八
十
島　

惇
（
東
京
海
洋
大
学
・
海
洋
工
学
部
、
松
野
町
）

1　

宇
和
島
東
高
校
の
理
数
科
を
卒
業
し
ま
し
た
。
高
校
時

代
は
途
中
ま
で
弓
道
を
し
て
い
て
、
現
在
は
大
学
の

サ
ー
ク
ル
で
バ
ト
ミ
ン
ト
ン
を
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か

ら
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

2　

今
後
は
エ
ン
ジ
ニ
ア
に
な
っ
て
、
も
の
づ
く
り
に
か
か
わ

り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
大
学
で
は
、
船
に
つ
い
て
学

ん
で
い
る
の
で
、
そ
れ
を
生
か
す
仕
事
に
つ
い
て
考
え

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

和
泉　

圭
佑
（
明
治
大
学
・
農
学
部
、
愛
南
町
）

1　

私
の
趣
味
は
サ
ッ
カ
ー
観
戦
と
ゴ
ル
フ
で
す
。
サ
ッ

カ
ー
は
私
が
小
学
生
の
頃
か
ら
や
っ
て
お
り
、
プ
レ
ー

す
る
の
も
観
戦
す
る
の
も
大
好
き
で
す
。
ゴ
ル
フ
は
父

の
影
響
で
好
き
に
な
り
ま
し
た
。

2　

私
に
は
将
来
の
夢
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
生
物
学
者
に

な
る
こ
と
で
す
。
そ
の
た
め
に
一
年
浪
人
生
活
を
送
り

ま
し
た
。
大
学
の
四
年
間
は
、
し
っ
か
り
と
基
礎
知
識

を
定
着
さ
せ
た
い
と
思
い
ま
す
。

上
田　

明
人
（
東
京
工
業
大
学
・
第
6
類
、
松
山
市
）

1　

中
学
三
年
間
と
高
校
一
年
の
間
、
バ
ス
ケ
部
に
所
属

し
て
い
ま
し
た
。
好
き
な
マ
ン
ガ
は
「
O
N
E 

P
I
E
C
E
」
で
す
。
国
語
は
苦
手
で
文
章
力
が
あ

ま
り
あ
り
ま
せ
ん
。

入
寮
生
の
言
葉

戸
梶 
學

伊
達 

宗
信 

　南豫明倫館に平成26年4月、11人が新入寮生となった。
故郷を後にして、東京での共同生活は素晴らしい経験に
なるはず。仲間と交わり、先輩と議論するもよし。それは
明倫館のよき伝統でもある。4年間をのほほんと過ごさ
ず、大都会の刺激を積極的に受けてほしい。
　4月27日には新入寮生歓迎会があり、南豫奨学会理事
や先輩が、新しい仲間を祝福した。

2　

今
年
の
夏
休
み
に
ゆ
っ
く
り
考
え
よ
う
と
思
っ
て
い
る

の
で
す
が
、
や
り
た
い
こ
と
が
多
す
ぎ
て
将
来
の
目
標

が
定
ま
っ
て
い
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
ど
ん
な
職
業
に
就

い
て
も
人
の
役
に
立
て
る
よ
う
な
人
間
に
な
り
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

千
種　

健
大
（
早
稲
田
大
学
・
基
幹
理
工
学
部
、
松
山
市
）

1　

松
山
東
高
校
出
身
で
す
。
東
京
で
の
生
活
に
早
く
慣
れ

て
、
充
実
し
た
生
活
が
送
れ
る
よ
う
に
し
た
い
で
す
。

2　

知
力
、
体
力
、
時
の
運
の
三
つ
を
兼
ね
備
え
た
大
人
に

な
り
た
い
で
す
。

畑
中　

諒
太
（
中
央
大
学
・
文
学
部
、
流
山
市
）

1　

高
校
で
は
野
球
を
し
て
い
ま
し
た
。
今
は
、
サ
ー
ク
ル

で
バ
ト
ミ
ン
ト
ン
と
フ
ッ
ト
サ
ル
を
し
て
い
ま
す
。
心

理
学
を
学
ん
で
い
て
、
課
題
も
多
い
で
す
が
、
毎
日
充

実
し
て
い
ま
す
。

2　

将
来
は
、
今
学
ん
で
い
る
心
理
学
を
用
い
た
仕
事
に
就

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
、
ま
ず
大
学

院
に
進
み
、
よ
り
知
識
を
深
め
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

入
寮
生
氏
名
（
大
学
・
学
部
、
出
身
地
）

1　

自
己
紹
介　
　

2　

将
来
の
抱
負

▲平成26年4月27日新入寮生歓迎会の前に

戸
梶 

節
子

畑
中 

諒
太

曽
我
部 

純
平

清
家 

拓
郎

黒
田 

圭
太
郎

八
十
島 

惇

服
部 

雄
太

上
田 

明
人

久
保 
多
賀
盛

和
泉 

圭
佑

千
種 

健
大

佐
々
木 

昇
吾

青
春
を
謳
歌
し
、素
晴
ら
し
い
経
験
を

　

11
人
が
入
寮
、東
京
で
新
生
活
始
ま
る

青
春
を
謳
歌
し
、素
晴
ら
し
い
経
験
を

　

11
人
が
入
寮
、東
京
で
新
生
活
始
ま
る

八 幡 浜

宇和島東

宇和島南

南 宇 和

帝京第五

松 山 東

新　　田

済　　美

済美平成

鳥取中央育英

合　計

7

25

6

1

1

1

1

1

3

1

47

1

2

3

1

1

2

2

1

1

1

1

2

1

1

1

1

1

1

2

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

3

1

4

4

3

7

1

1

1

1

1

4

1

6

3

1

4

　
　

合　

計

25 

そ　

の　

他

24 

早
稲
田
大

23 

立　

教　

大

22 

明
治
学
院
大

21 

明　

治　

大

20 

日　

本　

大

19 

東
京
農
大

18 

東
京
工
科
大

17 

東
京
経
済
大

16 

帝
京
平
成
大

15 

帝　

京　

大

14 

中　

央　

大

13 

拓　

殖　

大

12 

専　

修　

大

11 

尚
美
学
園
大

10 

上　

智　

大

9 

駒　

澤　

大

8 

国
士
舘
大

7 

國
學
院
大

6 

慶　

応　

大

5 

青
山
学
院
大

4 

東
京
農
工
大

3 

東
京
工
業
大

2 

東
京
海
洋
大

1 

東　

京　

大

（平成26年6月30日現在）

在籍
大学

出身
高校

平成26年度在寮生  大学・出身高校一覧

（
理
事
長
）

（
主
事
）

（
主
事
補
）

前
館
長
、
木
下
博
民
氏
は
ご
高
齢
等
を
理
由
に
退
任
さ

れ
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
ご
尽
力
に
対
し
心
よ
り
御
礼
と

感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
（
後
任
の
館
長
は
伊
達
理
事
長
が
兼
任
し
ま
す
）
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編
集
後
記

▼
「
明
倫
館
だ
よ
り
」
の
発
行
が
遅
く
な
り
、
申
し
訳

あ
り
ま
せ
ん
。
盛
夏
を
迎
え
て
し
ま
い
ま
し
た
。
新

入
寮
生
は
朝
早
く
起
き
て
大
学
に
通
っ
て
い
る
よ

う
で
す
。
朝
食
を
取
る
姿
を
見
て
、
そ
れ
は
わ
か
り

ま
す
。

▼
寮
生
は
新
し
い
生
活
に
慣
れ
た
様
子
で
す
が
、
同
級

生
と
い
う
横
の
つ
な
が
り
が
強
い
と
感
じ
ま
す
。
し

か
し
、
共
同
生
活
な
の
で
先
輩
と
後
輩
の
縦
の
交
流

を
も
っ
と
深
め
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

▼
先
輩
も
後
輩
の
面
倒
を
し
っ
か
り
見
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
そ
の
順
送
り
が
明
倫
館
の
伝
統
を
未
来
に

つ
な
げ
ま
す
。
近
年
、
愛
媛
か
ら
東
京
で
学
ぶ
学
生

が
減
っ
て
い
ま
す
。
寮
生
や
Ｏ
Ｂ
、
保
護
者
の
皆
様

も
、
明
倫
館
へ
の
入
寮
を
呼
び
か
け
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
戸　

梶
）

明倫館だより 第62号明倫館だより 第62号
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公
益
財
団
法
人  

南
豫
奨
学
会

「
奨
学
金
支
援
会
」だ
よ
り

平成26年度主要行事予定

平成26年

04月01日（火） 新入寮生が入寮

00月12日（土） 花見・バーベキュー　

 新入寮生に寮則説明

00月27日（日） 第1回常務理事会

 新入寮生歓迎会

05月17日（土） 第２回常務理事会

06月07日（土） 第１回定例理事会（南豫明倫館）

00月21日（土） 定例評議員会（南豫明倫館）

08月04日（月） 夏季休暇開始

00月16日（土） 夏季休暇終了

09月06日（土） 第３回常務理事会

10月11日（土） 寮生保護者懇談会（宇和島）

 入寮説明会（宇和島）

11月08日（土） 第４回常務理事会

00月23日（日） 第５回常務理事会

 寮祭（勤労感謝の日）

12月02日（火） 南予高校での入寮説明会

00月13日（土） 第６回常務理事会（忘年会）

00月25日（木） 冬季休暇開始

平成27年

01月07日（水） 冬季休暇終了

00月17日（土） 第２回定例理事会（南豫明倫館）

02月15日（日） 第７回常務理事会・卒寮生壮行会

03月14日（土） 第８回常務理事会

 第１次新入寮生書類選考（東京）

00月21日（土） 第１次新入寮生面接選考（宇和島）

 出席理事・評議員懇親会（宇和島）

03月下旬 平成２７年度生入寮開始

03月下旬 第２次新入寮生選考

　  ～4月 （随時、南豫明倫館）

～05日（金）

　

平
素
は
公
益
財
団
法
人
南
豫
奨
学
会
と
南
豫
明
倫

館
の
運
営
に
ご
理
解
と
ご
支
援
を
賜
り
、
厚
く
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
南
豫
奨
学
会
の
平
成
二
十
五
年
度
の
「
奨
学

金
支
援
会
」
に
は
、
最
終
的
に
、
九
十
九
人
、
個
人
、

法
人
、
市
町
村
か
ら
二
百
四
十
六
万
千
円
の
支
援
金

が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
皆
様
方
の
ご
厚
意
に
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。
す
べ
て
寮
生
の
奨
学
金
と
し
て
貸
与
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
本
年
度
は
三
人
に
年
間
総
額
百

八
十
万
円
を
貸
与
し
て
い
ま
す
。

　

戦
後
の
混
乱
の
中
に
あ
る
昭
和
二
十
八
年
、四
国
の

西
南
地
域
か
ら
上
京
し
て
勉
学
に
い
そ
し
む
学
生
の

た
め
に
、目
黒
区
上
目
黒
に
木
造
二
階
建
て
の
南
豫
明

倫
館（
以
下
、明
倫
館
）が
開
設
さ
れ
ま
し
た
。当
時
と

し
て
は
素
晴
ら
し
い
建
物
で
、住
む
と
こ
ろ
は
確
保
で

き
た
も
の
の
、当
初
は
満
足
に
食
べ
物
が
な
く
、そ
れ
で

も
郷
土
や
在
京
の
南
豫
の
人
た
ち
に
支
え
ら
れ
な
が

ら
大
学
に
通
い
、今
日
の
伝
統
を
築
い
て
き
ま
し
た
。

　

昭
和
六
十
一
年
に
は
武
蔵
野
の
一
角
、小
金
井
市
中

町
に
新
し
い
寮
が
完
成
し
ま
し
た
。鉄
筋
三
階
建
て
。

閑
静
な
住
宅
街
に
あ
り
環
境
抜
群
で
、さ
ほ
ど
広
く
な

い
市
内
に
は
広
大
な
都
立
公
園
が
三
つ
も
あ
り
ま
す
。

　

明
倫
館
に
は
七
月
三
十
一
日
現
在
、四
十
七
人
の
寮

生
が
生
活
し
て
い
ま
す
。も
っ
と
も
っ
と
寮
生
が
増
え
、

活
気
づ
く
寮
で
あ
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

寮
生
の
減
少
に
は
、外
的
要
因
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

愛
媛
か
ら
上
京
す
る
男
子
学
生
が
、極
端
に
減
っ
て
い

る
の
で
す
。

　

二
十
六
年
四
月
、中
予
以
南
の
高
校
の
う
ち
東
京
の

大
学
に
五
人
以
上
進
学
し
た
の
は
五
校
程
度
で
し
た
。

　

私
も
四
十
数
年
前
、上
目
黒
の
明
倫
館
か
ら
大
学
に

通
い
ま
し
た
が
、出
身
高
校
か
ら
は
数
十
人
の
同
級
生

が
上
京
し
ま
し
た
。東
京
に
進
学
す
る
学
生
の
減
少
は

少
子
化
に
よ
る
全
国
的
な
傾
向
の
よ
う
で
す
が
、こ
の

傾
向
は
二
十
七
年
以
降
も
続
く
と
み
ら
れ
て
い
ま
す
。

「
地
元
」「
安
全
」「
理
系
」「
資
格
」

　
「
地
元
」「
安
全
」「
理
系
」「
資
格
」―
こ
こ
数
年
、受
験

生
が
大
学
を
志
願
す
る
に
際
し
て
、こ
の
四
点
を
考
慮

す
る
傾
向
が
強
い
と
い
い
ま
す
。

　
「
地
元
」「
安
全
」と
は
、地
方
か
ら
大
都
市
圏
の
大
学

に
志
願
せ
ず
、地
元
の
大
学
を
受
験
し
、実
力
以
上
の

レ
ベ
ル
の
高
い
大
学
に
は
あ
え
て
チ
ャ
レ
ン
ジ
せ
ず
確

実
性
を
求
め
る
こ
と
の
よ
う
で
す
。保
護
者
の
希
望
も

公
益
財
団
法
人
南
豫
奨
学
会　

理
事
長　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

  　
　

 

奨
学
金
支
援
会　

会
長　
　

伊
達　

宗
信

　

南
豫
奨
学
会
の
奨
学
金
貸
与
は
、
本
年
度
ま
で
に

三
十
二
人
、
総
額
五
千
六
百
八
十
万
円
の
実
績
を
挙

げ
ま
し
た
。
し
か
し
、
奨
学
金
貸
与
の
基
金
と
し
て
は

い
ま
だ
僅
少
で
、
皆
様
方
の
お
力
添
え
が
一
層
必
要
で

す
。
つ
き
ま
し
て
は
、
奨
学
貸
与
金
の
基
金
と
な
る
年

会
費
と
し
て
、
一
口
（
普
通
会
員
一
万
円
、
特
別
会
員

＝
南
豫
奨
学
会
評
議
員
・
理
事
二
〜
三
万
円
、
法
人
会

員
五
万
円
）
以
上
の
ご
支
援
を
賜
わ
れ
ば
幸
甚
に
存

じ
ま
す
。
国
の
内
外
で
活
躍
す
る
人
材
の
育
成
こ
そ
郷

土
発
展
の
基
礎
だ
と
確
信
し
て
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

郵
便
振
込
口
座
番
号　

〇
一
五
〇
ー
二
ー
二
九
六
五
二
三

　
　
　
　

名
義　

「
南
豫
奨
学
会
奨
学
金
支
援
会
」

あ
る
よ
う
で
す
。こ
れ
で
は
東
京
に
学
生
が
集
ま
ら
な

い
は
ず
で
す
。学
生
減
少
と
は
無
関
係
で
す
が
、ち
な

み
に「
理
系
」「
資
格
」の
条
件
は
、就
職
に
有
利
で
あ
り
、

保
健
・
福
祉
な
ど
の
専
門
大
学
へ
の
志
願
と
い
う
こ
と

だ
と
思
い
ま
す
。

　

以
上
の
よ
う
な
逆
風
の
中
で
、明
倫
館
は
寮
生
を
集

め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

一
人
暮
ら
し
は
甘
く
な
い

　

大
学
生
に
な
っ
て
親
元
か
ら
離
れ「
や
っ
と
一
人
暮

ら
し
が
で
き
る
。自
由
に
な
れ
る
」と
ほ
と
ん
ど
の
学
生

は
思
う
で
し
ょ
う
。し
か
し
、マ
ン
シ
ョ
ン
や
ア
パ
ー
ト

で
の
一
人
暮
ら
し
は
、思
う
ほ
ど
甘
く
は
な
い
で
し
ょ

う
。高
校
、大
学
と
寮
生
活
を
経
験
し
た
Ｏ
Ｂ
が
、「
大

学
院
で
は
一
人
で
の
ん
び
り
で
き
る
と
期
待
し
て
い
ま

し
た
が
、食
事
摂
取
な
ど
が
厳
し
く
大
変
で
寮
に
舞
い

戻
り
ま
し
た
」と
言
っ
て
笑
っ
て
い
ま
し
た
。

　

お
分
か
り
の
よ
う
に
寮
生
活
の
一
つ
目
の
メ
リ
ッ
ト

は
、食
事
で
す
。栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
食
事
が
、朝

夕
二
食（
日
曜
、祝
日
を
除
く
）提
供
さ
れ
ま
す
。

　

二
つ
目
は
寮
費
が
安
い
こ
と
。現
在
、寮
費
は
、食
費
、

部
屋
代（
全
個
室
・
六
・
八
畳
）合
わ
せ
て
五
万
五
千
円

で
す
。三
つ
目
は
生
活
環
境
が
良
い
こ
と
。洗
濯
機
な
ど

も
あ
り
、エ
ア
コ
ン
は
各
部
屋
に
完
備
し
て
い
ま
す
。イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
使
い
放
題
。経
済
的
に
負
担
が
小
さ

い
の
が
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
で
す
。

　

共
同
生
活
は
、先
輩
、後
輩
と
の
付
き
合
い
が
一
生
続

き
ま
す
。こ
れ
が
四
つ
目
の
メ
リ
ッ
ト
で
す
。卒
寮
し
て

会
う
機
会
が
あ
っ
た
と
き
、長
年
の
友
の
よ
う
に
話
が

弾
み
ま
す
。同
じ
釜
の
飯
を
食
べ
た
友
は
懐
か
し
い
も

の
で
す
。

　

五
つ
目
は
、寮
の
廊
下
や
食
堂
で
無
意
識
に
挨
拶
が

で
き
る
よ
う
に
な
る
な
ど
、礼
儀
や
協
調
性
、会
話
力

が
身
に
付
き
ま
す
。

明
倫
館
で
男
を
磨
こ
う
!!

受
験
生
の
志
望
傾
向
と
寮
生
活
の
メ
リ
ッ
ト

主
事　

戸
梶　

學

今
後
と
も

　

ご
支
援
を
お
願
い
し
ま
す

「
志
」「
打
て
ば
響
く
」を
胸
に
刻
む

　

寮
生
と
明
倫
館
入
寮
を
目
指
す
人
に
、二
つ
の
言
葉

を
贈
り
ま
す
。一
つ
は
最
近
よ
く
言
わ
れ
ま
す
が
、「
志
」

で
す
。心
が 

あ
る
方
向
を
目
指
す
意
味
の「
心
指
す
」。 

漢
字
の「
志
」の
士
印
は
、進
ん
で
い
く
足
の
形
が
変
形

し
た
も
の
で
、心
が
目
標
を
目
指
し
て
進
む
こ
と
で
す
。

目
的
に
向
か
っ
て
し
っ
か
り
と
進
ん
で
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。言
い
換
え
れ
ば
誇
り
、矜
持
で
す
。人
が

見
て
い
な
い
か
ら
、こ
れ
く
ら
い
は
許
さ
れ
る
、と
思
っ

た
ら
も
う
だ
め
で
す
。

　

も
う
一
つ
は「
打
て
ば
響
く
」。鐘
は
大
き
く
て
も
小

さ
く
て
も
、も
ち
ろ
ん
音
色
は
違
い
ま
す
が
、必
ず
鳴

り
響
き
ま
す
。し
か
し
話
し
か
け
て
も
反
応
が
な
く
、

打
っ
て
も
響
か
な
い
人
が
増
え
て
い
ま
す
。

　

ぜ
ひ
と
も
明
倫
館
に
入
っ
て
い
た
だ
き
、共
同
生
活

を
経
験
し
て
、男
を
磨
き
ま
し
ょ
う
。

▲今年4月27日、新入寮生歓迎会の模様

こ
こ
ろ
ざ
し

※予定はお断りなく変更されることがあります。


